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［要約］ 国連が 2015 年に採択した「私たちの世界を変革する 持続可能な開発のため

の 2030 アジェンダ（2030 アジェンダ）」の中核である「SDGs（国連持続可能な開発目標）」

の認知度は高まっている。しかし，その自分事化，すなわち「SDGs と自分との関係を理解

すること」は依然として課題である。

SDGs の自分事化においても，SDGs の理解フェーズや，SDGs の当てはめフェーズに留ま

っているものが多い。当てはめフェーズに留まっていては，自分たちとステークホルダー

やシステムとの関係性を問い直すことも，ステークホルダーやシステムに働きかけて自分

たちから「私たちの世界を変革する」ことなどは意識されていない。「チェリーピッキング」

や「SDGs ウォッシュ」は当てはめフェーズで生じる。

そこで本研究では，ある課題と SDGs の各ゴールとの関係性と，その課題と自分自身との

関係性を認識し，問い直すことを目的とした SDGs の自分事化のツールである「SDGs レン

ズ」とその活用手法を開発した。

［キーワード］2030 アジェンダ，SDGs，自分事化，

１．はじめに

SDGs の認知度は高まっている。しかし，

SDGs は理解できても，SDGs を自分たち自身の

問題に関係づけて見直し，次の行動につなげ

ることは難しい。「SDGs と自分との関係を理

解すること」すなわち「SDGs の自分事化」は

依然として課題である。

SDGs の自分事化には様々なフェーズがあ

る１。SDGs の存在を意識するフェーズ，SDGs

の内容を理解するフェーズ，SDGs の各ゴール

を自分たちに当てはめるフェーズ，そして，

自分たちの活動を各ゴールに当てはめるフェ

ーズに留まっているものが多い。当てはめフ

ェーズで生じやすいのが，自分たちにとって

の優先順位の高さではなく取組みやすさで

SDGs のゴールを選択する「チェリーピッキン

グ」や，自分たちの SDGs への積極的な貢献の

みを報告し重大な負のインパクトを無視する

「SDGs ウォッシュ」２である。SDGs の 17 の

ゴールの相互関連性・不可分割性・統合性を

意識していないからである。

当てはめフェーズを超えて，SDGs を活用し

てステークホルダーやシステムとの関係を問

い直しながら，「ありたい姿」に向けて自分

たちを変革しつつ，他者やシステムに働きか

けて世界を変革することこそ，SDGs が本来目

指すものである。しかし，「ステークホルダ

ーやシステムとの関係を問い直す」必要性は

認識できても，実際に「どのように問い直し

たら良いか」について定説があるわけではな
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い。そのため，多種多様な手法が開発されて

いる。村山・石井他（2019）は，市民や企業，

高校生・大学生や行政職員を対象に実践した

SDGs の自分事化ワークショップを報告して

いる。そこでは村山・相場（2017）が開発し

た「SDGs おでん」を活用した独立行政法人環

境再生保全機構の職員向けワークショップも

報告されている。

これまでの研究・実践を踏まえて，本稿で

は，ある課題と SDGs の各ゴールとの関係性と，

その課題と自分自身との関係性を認識し，問

い直すためのツールである「SDGs レンズ」と

その可能性を論じる。

２．SDGs の普遍性と固有性

SDGs は国連が採択した「私たちの世界を変

革する 持続可能な開発のための 2030 アジ

ェンダ」の一部である。

2030 アジェンダの 55.によると，SDGs は「一

体で分割不能なものである。また，各国の置

かれたそれぞれの現状，能力，発展段階，政

策や優先課題を考慮しなければならないが，

地球規模かつすべての国に対応が求められる

性質のものである」としている。また 71.は

「我々は，実施手段を含む本アジェンダおよ

び SDGs とターゲットは，普遍的で，分割不能

で，相互に関連していることを再度強調する」

とある。ここにおいて 2030 アジェンダは三つ

のことを含意している。第一に SDGs の 17 の

ゴールは相互に関連しており，一体的で分割

不能な構造を有していること，すなわち SDGs

の構造の普遍性を示している。第二に，SDGs

の構造は普遍的であっても国や地域ごとで

17 のゴールに関した課題や資源に固有性が

あることである。そして第三に，国や地域の

固有性に配慮しつつも，地球規模ですべての

国や地域で対応しなければならないことであ

る。

SDGs の構造が普遍的であり，SDGs に関連し

た課題や資源の顕れ方に固有性があるとした

ら，その固有性を国や地域ごとで把握・理解

しなければならない。課題や資源の固有性を

理解して，ありたい姿を実現するための課題

解決や資源活用方法を構想することが，「SDGs

の自分事化」であり，地域ごとでアジェンダ

（行動指針）を策定・実施するための過程で

ある。そして，SDGs の普遍性と国や地域ごと

の課題や資源の固有性を認識しながら，国や

地域ごとで持続可能な方向に「私たちの世界

を変革する」ことはすべての国や地域での対

応が求められている。

３. SDGs おでんと SDGs レンズ

自らの課題や現状を SDGs のゴールに関連

づけて，その相互関連性を可視化し，自らの

アジェンダとビジョンを構築して自分事化す

るワークシートが「SDGs おでん」である。

図 1 SDGs おでん

図 2 SDGs おでんの手順
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SDGs おでんは，自分たちの課題認識や現状

認識をアジェンダづくりやビジョン構築につ

なげること目的としている。

しかし，アジェンダやビジョンを策定する

前に，まず現実の課題を SDGs の 17 のゴール

に関連づけてその課題の相互に関係した複雑

な構造を理解すること，そしてその課題と自

分自身との関係性を認識し，問い直すことを

目的としたツールや手順が必要である。「あり

たい姿」を構想するには問い直しが必要であ

り，問い直しのためには課題や自己の意識や

行動を直視しなければないからである。そこ

で開発したのが SDGs レンズである。

図 3 SDGs レンズ

SDGs レンズは，拡大鏡の周りに SDGs のア

イコンを貼り付けたものである。

SDGs レンズは第一に現状把握のツールで

ある。SDGs レンズを透して現実の課題や資源

を見る３ことで，その課題や資源と SDGs の関

係性を考えること，そして課題と関連する

SDGs のゴール相互の関連性を認識すること

が可能となる。すなわち「つながりの可視化」

によって課題や資源の関係性や構造の把握が

可能となる。

一例として，川のプラごみを SDGs レンズで

見るとする。そのごみは水を汚し（ゴール６），

川の生態系（ゴール 15）や海の生態系（ゴー

ル 14）にも影響を与える。さらに，ごみの元

となる製品の生産者の責任も消費者の責任

（ゴール 12）も問題となる。生産者や消費者

が責任ある行動を選択するためには ESD（ゴ

ール４）が重要となる。このように川のプラ

ごみは，SDGs の様々なゴールと関係している

し，それらのゴールも相互に関連した複雑な

構造として顕在化している。

SDGs レンズは第二に自分事化のツールで

ある。SDGs レンズを通して現実世界を見るこ

とは，逆に現実世界から自分たちも見られて

いることでもある。見られている自分に気づ

くことで，自分自身も現実世界の一員である

ことを自覚できる。この時，レンズは鏡とな

る。そして自分たちと他者との関係性やシス

テムのあり方を問い直し，主体的に現実社会

に働きかける意欲を持つことが可能となる。

川のプラごみの例で言えば，課題解決のため

の ESD・環境教育の実施や消費行動の改革の

呼びかけ，ごみ拾いイベントへの参加や川で

の自然観察会や環境保全活動など，他者やシ

ステムに働きかける様々な行動を構想できる

ようになる。

このように SDGs レンズは課題や資源と

SDGs のつながりを可視化し，それらと自分自

身のつながりを自覚させることで，持続可能

性にむけた主体的な行動を喚起することが可

能となる。当てはめのフェーズを超えて，ス

テークホルダーやシステムとの関係を問い直

し，働きかけるフェーズにおける「SDGs の自

分事化」でも活用が可能である。

４．SDGs レンズの可能性

SDGs レンズは現実の課題や資源と SDGs，そ

して自分たちのつながりを可視化するツール

なので，ワークショップでのアクティビティ

やアイスブレイクなど，様々な局面で活用が

可能である。

図 4 は高校 1 年生向けの模擬授業で使用し

た SDGs レンズのワークシートであり，図 5

は実際に高校生が書き込んだ記入例である。
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図 4 SDGs レンズの活用例

図 5 SDGs レンズの記入例

時間の関係で「課題の構造」の項目までは

記入できなかったが，CO2 排出量や森や川での

ポイ捨てなどの課題と SDGs のゴールとの関

連性を認識することはできた。

SDGs はワークショップの目的に応じ自由

自在に活用することも可能である。拡大鏡だ

けでなく望遠鏡の比喩を加えることも可能で

ある。現在だけでなく，過去を省みるツール，

未来を描くツールとしても活用できる。また

岡本（2015）の言う「つながりの目」を補助

するツールとしても活用できる。

SDGs レンズは，SDGs の自分事化の様々なワ

ークショップでさらに開発されてゆくことだ

ろう４。
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